
私たちあつくるしいぞうは、｢編みぐるみ落とし｣をつくりました。
【作り方】
・野菜・果物
  赤、緑、オレンジの毛糸を使って、かぎ編みで編みぐるみを編みました。
　中には綿が入っています。
・箱
箱に編みぐるみが余裕で入るぐらいの大きさの穴を開け、周りを赤、緑、オレンジの毛糸で
縫いました。

【工夫した点】
・野菜・果物
触り心地がいいように毛糸や綿を使いました。未満児たちの触覚の発達を促すことが出来るように
工夫しました。
また、赤、緑、オレンジと色別しやすいようなハッキリとした色を使用しています。
"食べ物を身近に感じることが出来るように"という意味を込めて、野菜と果物をモチーフにしまし
た。
・箱
切り口の周りを、一つ一つ穴を開けて毛糸を通しました。毛糸で周りを保護することで手を切るよう
な危険なことが無いようにしています。
・全体
編みぐるみに使用している毛糸の3色(赤、緑、オレンジ)を箱の空いている穴の周りに縫い付けてい
ます。
そうすることで、
①編みぐるみを穴に落とす
②野菜・果物の色を見ながら穴に落とす
③野菜・果物の色を見て、穴の周りの毛糸に合わせて落とす
④野菜の名前を言ったり、色の名前を言ったりしながら落とす
と、段階的に遊べるようになると考えました。
そして、未満児の機会だけではなく、以上児に成長してもごっこ遊び等、遊びに用いることが
出来るようにしました。
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